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受付日時　４月19日㈰・午前10時～
　　　　　　  21日㈫・午後11時59分
予約方法　電話でチケットぴあ（☎０５
７０・０２・９５４４〔自動音声案内〕）へ

※施設での窓口販売は行いません。

※１公演につき１人４枚分まで申し込め

ます。

※販売予定枚数に達した時点で受け付け

を終了します。

※希望の席を選ぶことはできません。

　４月25日㈯・午前９時から観光文化
会館事務所・県営サンアリーナ・喫茶ア

イドル・村林楽器店などで、午前10時
から村井楽器伊勢店・チケットぴあ・エ

ムズネット( 三重県文化会館ＷＥＢチケ
ットサービス)などで販売します。

観光文化会館自主事業 伊勢市制施行10周年記念

吉本新喜劇＆バラエティーショー

辻本座長率いる吉本新喜劇が伊勢にやって来ます。
人気漫才師や、おなじみの新喜劇メンバーが出演する笑い満載のステージをお楽しみください。

観光文化会館（☎�５１０５）

一般発売

市民先行受付

※４歳未満の子どもは、膝上鑑賞の場合は無料
です。座席が必要な場合は有料となります。

とき ６月６日圡
①昼の部…午後１時30分～
　　　　　（開場は午後１時）
②夜の部…午後５時～
　　　　　（開場は午後４時30分）

ところ 観光文化会館 大ホール
出演者 辻本 茂雄

島田 珠代
若井みどり
オール阪神・巨人
ほか（吉本興業お笑い芸人）

入場料 Ｓ席 5,000円
Ａ席 4,000円（全席指定席）

オ
ー
ル
阪
神
・
巨
人

辻
本 
茂
雄

島
田 

珠
代

若
井
み
ど
り



2広報いせ ●平成27年４月15日号 広報いせ ●平成27年４月15日号

　平成25年５月に「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律」が制
定され、社会保障・税番号制度が導入されることに伴い、今年10月には、国民一人一人に個人番号（マ
イナンバー）が付番されることとなります。

社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）とは？

個人番号（マイナンバー）とは？

マイナンバー制度が導入されると…

　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）は、複数の機関に存在する個人の情報を、同一人の情

報であると確認するための基盤であり、社会保障・税制度の効率性・透明性を高め、国民にとって

利便性の高い公平・公正な社会を実現するための制度です。

　個人番号（マイナンバー）は、住民票を有する全ての人に、１人１番号で、重複のないように付番

される12桁の番号です。
　マイナンバーは一生使うもので、原則として不変ですが、番号が漏えいし、不正に使われる恐れ

がある場合には変更できることとなっています。

　付番されたマイナンバーをもとに、行政機関や地方公共団体などの複数の機関において、それぞ

れの機関ごとにマイナンバーやそれ以外の番号を付して管理している同じ人の情報を結び付けて、

相互に情報の活用を行います。

◆国民の利便性の向上
　添付書類の削減など、行政手続きが簡素化され、国民の負担が軽減されます。

　また、行政機関が持っている自分の情報を確認したり、行政機関からさまざまなサービスのお知

らせを受け取ったりできるようになります。

◆行政の効率化
　行政機関や地方公共団体などで、さまざまな情報の照会・転記・入力などに要している時間や労

力が大幅に削減されます。

　複数の業務の間での連携が進み、手続きが正確でスムーズになります。

　所得や行政サービスの受給状況が把握しやすくなるため、負担を不当に免れることや給付を不正

に受け取ることを防止するとともに、本当に困っている人にきめ細かな支援を行えるようになりま

す。

◆公平・公正な社会の実現

社会保障・税番号制度
が始まります

（マイナンバー制度）
総務課（☎�５５２１）
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http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html

マイナンバーの利用範囲

今後の予定

　マイナンバーは、社会保障・税・災害対策分野の中で、法律で定められた行政手続きにしか使え

ません。

　このほか、社会保障・地方税・災害対策に関する事務やこれらに類する事務で、地方公共団体が

条例で定める事務にマイナンバーを利用することができます。

◦年金の資格取得や確認・給付　など

◦雇用保険の資格取得や確認・給付
◦ハローワークの事務　など労　　働

福祉・医療・
その他の分野

社会保障
分野

年　　金

◦医療保険の保険料徴収
◦福祉分野の給付
◦生活保護　など

　平成27年10月から、住民票に登録された住所にマイナンバーを通知する予定です。また、平成
28年１月から、社会保障・税・災害対策の行政手続きでマイナンバーの利用が開始される予定です。

　平成28年１月から、希望者には申
請に基づき「個人番号カード」を交

付します。個人番号カードは、公的

な本人確認書類などとして利用でき

ます。

※個人番号カードの申請方法など

は、今後、「広報いせ」や市のホ

ームページなどでお知らせします。

☎０５７０－２０－０１７８（全国共通ナビダイヤル）
利用時間　月～金曜日、9：30～17：30（祝日・年末年始を除く）　※通話料がかかります。

マイナンバー制度に関する問い合わせ先

◆マイナンバーを利用できる事務

内閣官房「マイナンバー」のホームページ

コールセンター

希望者に 個人番号カード を交付

（裏）（表）

個人番号カード見本

利用できる事務分　　　野

◦税務当局における確定申告・源泉徴収などの事務
◦税務当局の内部事務　など税分野
◦被災者生活再建支援金の支給
◦被災者台帳の作成事務　など災害対策分野
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伊勢市東地域包括支援センター
二見町三津855（ふたみシルバーケア豊壽園内）
☎�1165

ise_higasi_houkatu@sensin.or.jp

伊勢市中部地域包括支援センター
八日市場町13-1（社会福祉協議会伊勢支所〔福祉健康センター内〕）
☎�2424

iseshakyo-houkatu2@mie.email.ne.jp

伊勢市南地域包括支援センター
二俣町577-9（神路園内）
☎�0080

i-minami@amigo2.ne.jp

伊勢市西地域包括支援センター
小俣町元町536（社会福祉協議会小俣支所〔小俣保健センター内〕）
☎⑳5055

iseshakyo-houkatu@mie.email.ne.jp

※いずれも、土曜日・日曜日・祝日・12月29日～翌１
月３日は休業日です。

いせ見守りてらす

　

伊
勢
市
で
は
、
昨
年
９
月
に

徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
い
せ
見
守
り
て
ら
す
」
を
立

ち
上
げ
、
徘
徊
で
行
方
が
分
か

ら
な
く
な
っ
た
人
が
、
警
察
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
、

で
き
る
だ
け
早
く
安
全
に
家
族

の
元
へ
帰
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
登
録
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
地

域
で
見
守
り
を
行
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

え
な
ど
、
外
出

時
に
身
に
着
け

る
物
に
貼
っ
て

お
く
こ
と
で
、

徘
徊
時
に
目
に

付
く
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

反
射
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
る

人
を
見
掛
け
た
ら
、
伊
勢
警
察

署（
☎
⑳
０
１
１
０
）や
、
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
課
、
各
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー（
下
記
参
照
）

へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
事
前
に
登
録

し
て
お
い
た
人
が
、
徘
徊
中
に

発
見
さ
れ
て
無
事
帰
宅
で
き
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

行
方
不
明
者
が
発
生
し
た
場

合
、
警
察
の
捜
索
の
協
力
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
防
災

行
政
無
線
や
防
災
メ
ー
ル
で
情

報
提
供
を
お
願
い
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
早

期
発
見
の
た
め
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

地域包括ケア推進課（☎�５５８３）

反射シールの見本

伊勢市 ０００

シール見本

　

市
で
は
、
徘
徊
の
恐
れ
の
あ

る
高
齢
者
の
日
頃
か
ら
の
見
守

り
と
、
早
期
の
発
見
・
保
護
の

た
め
に
、
希
望
者
の
「
事
前
登

録
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
登
録

を
希
望
す
る
家
族
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
課
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

登
録
し
た
人
に
は
、
登
録
番

号
を
記
載
し
た「
反
射
シ
ー
ル
」

を
お
渡
し
し
ま
す
。
こ
の
反
射

シ
ー
ル
を
、
対
象
者
の
靴
や
つ

徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
い
せ
見
守
り
て
ら
す
」

登
録
制
度
と
は
？

反
射
シ
ー
ル
を
着
け
た
人
を

見
掛
け
た
ら
連
絡
を

徘
は い か い

徊ＳＯＳネットワーク

認知症高齢者を
行方不明にさせないために

度登 録 制

市内の地域包括支援センター

　認知症サポーターは、何か特別なことをする人では

ありません。認知症について正しく理解し、認知症の

人や家族を温かく見守る「応援者」です。次のとおり

養成講座を開催しますので、ぜひご参加ください。

と　　き　①５月19日㈫・②26日㈫
　　　　　午後１時30分～３時
と こ ろ　①二見生涯学習センター・２階研修室
　　　　　②小俣農村環境改善センター・２階研修室

内　　容　認知症についての話、認知症の人やその家
族への関わりについての話

講　　師　キャラバンメイト
申し込み　受講希望日（①②のいずれか）を、電話また

はファクスで地域包括ケア推進課（ FAX⑳
８５５５）へ

※当日参加も可能です。

認知症サポーター養成講座を開催
～認知症について理解を深めよう～

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕91万

９
千
円
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●
ご
み
集
積
所
も
衛
生
的

　

悪
臭
が
軽
減
で
き
、カ
ラ
ス
・

犬
・
猫
な
ど
が
寄
り
付
き
に
く

く
な
る
の
で
衛
生
的
で
す
。

生
ご
み
処
理
機
の
補
助
金
制
度

対
象　

コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器
、

密
閉
式
容
器
、
電
気
式
生
ご
み

処
理
機（
微
生
物
分
解
方
式
・

乾
燥
方
式
な
ど
）な
ど

補
助
金
額　

生
ご
み
処
理
機
本

体
の
購
入
価
格（
税
込
み
）の
２

分
の
１（
上
限
額
３
万
円
、
１

０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

申
し
込
み　

申
請
書
と
領
収
書

を
、
清
掃
課
・
環
境
課
・
各
総

合
支
所
生
活
福
祉
課
・
各
支
所

へ

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
燃
え

る
ご
み
の
約
４
割
を
、
生
ご
み

が
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
市
は
、
生
ご
み
の

自
家
処
理
を
促
進
し
、
ご
み
の

減
量
化
を
図
る
た
め
、
生
ご
み

を
減
量
化
・
堆
肥
化
す
る
コ
ン

ポ
ス
ト
化
容
器
な
ど
の
生
ご
み

処
理
機
を
購
入
し
た
人
に
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

生
ご
み
処
理
機
の
使
用
効
果

●
ご
み
の
減
量
化
と
ご
み
出
し

の
負
担
の
軽
減

　

ご
み
袋
が
軽
く
な
る
上
、
ご

み
出
し
の
回
数
も
減
り
ま
す
。

ま
た
、
運
搬
時
の
汁
だ
れ
が
な

く
な
り
ま
す
。

●
清
潔
な
キ
ッ
チ
ン
で
快
適
生

活
　

家
中
に
漂
う
生
ご
み
の
臭
い

が
な
く
な
り
ま
す
。

生
ご
み
処
理
機
購
入
費
を
補
助
し
ま
す

清
掃
課（
☎
37
１
４
４
３
）

シ
リ
ー
ズ
資
源

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕

２
５
８
万
８
千
円

子育ての不安や悩み、
一人で抱え込まずに気軽に相談を！

こども家庭相談センター（☎�５７１６）

伊勢市子ども家庭
支援ネットワーク
　伊勢市子ども家庭支援ネットワークでは、支援を

必要とする子どもとその家族を支えるために、各構

成機関が連携して支援を行っています。

　子育ての不安や悩みについて、問題解決に向けた

お手伝いをしますので、気軽にご相談ください。

　また、虐待を受けたと思われる子どもに関する相

談も受け付けています。

市役所、児童相談所、警察署、

教育委員会、保育所、幼稚園、

小・中学校、民生委員・児童委員、

児童福祉施設など

構成機関

・三重県児童相談センターこども家庭相談センター
（伊勢市子ども家庭支援ネットワーク事務局）

☎21-5709（相談専用）

☎059-231-5901
☎20-0110

■相談窓口 ■緊急時の連絡先

・伊勢警察署
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第４展示室の
御装束神宝調
製工程品

杏
ぎょうよう

葉
古代の
馬飾り（ ）

匠
は
、
す
で
に
そ
の
前
の
時
代

の
古
式
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

❖
御
装
束
神
宝
の
源
流

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
古
墳

時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て

の
古
代
の
資
料
や
、
太
刀
・
馬

飾
り
・
馬
具
な
ど
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
古
代
の
資
料

と
常
設
の
第
３
・
第
４
展
示
室

の
御
装
束
神
宝
調
製
工
程
品
を

見
比
べ
る
と
、
日
本
人
の
気
質

で
あ
る
、
伝
統
を
維
持
し
な
が

ら
、
そ
れ
に
満
足
せ
ず
、
さ
ら

に
新
し
い
技
法
・
意
匠
を
見
出

し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
さ
ま
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

御
装
束
神
宝
は
平
安
時
代
に

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

ら
は
前
時
代
の
古
墳
・
飛
鳥
・

奈
良
時
代
に
培
わ
れ
た
技
術
・

意
匠
を
基
に
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
単
に
前
時
代
の
古
い
物

を
従
来
ど
お
り
作
っ
て
い
く
の

で
は
な
く
、
そ
の
都
度
、
工
芸

の
技
を
極
め
て
、
巧
み
を
尽
く

し
て
ふ
さ
わ
し
い
姿
に
調
え
て

奉
献
さ
れ
ま
す
。

❖
受
け
継
が
れ
る
技
と
心

　

今
回
展
示
す
る
古
代
の
資
料

は
、
海
外
と
の
交
流
に
よ
っ
て

日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
先
進
の

技
法
と
意
匠
を
導
入
し
て
作
ら

れ
た
物
で
す
。
そ
れ
ら
は
後
世

に
継
承
さ
れ
て
残
っ
た
物
、
ま

た
発
展
の
中
で
消
え
た
物
も
あ

り
ま
す
が
、
洗
練
さ
れ
て
現
在

の
御
装
束
神
宝
に
至
る
ま
で
の

変
遷
が
分
か
り
ま
す
。
奇
抜
な

造
形
と
美
、
優
れ
た
技
法
を
ご

鑑
賞
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
期
間
中
は
、
小
学
生

用
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
見
学
の
際
は

鉛
筆
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

❖
至
高
の
御
装
束
神
宝
へ

　

平
安
時
代
に
は
、
遣
唐
使
の

廃
止
に
よ
っ
て
、
国
風
化
の
中

で
そ
の
技
法
と
意
匠
が
発
展
し

て
、
日
本
独
自
の
創
作
路
線
に

進
み
ま
し
た
。
遣
唐
使
の
廃
止

か
ら
延
喜
式（
※
）の
成
立
に
至

る
わ
ず
か
30
年
ほ
ど
の
歴
史
の

中
で
、
日
本
の
古
式
を
伝
統
と

し
て
保
持
し
つ
つ
、
他
国
に
学

ん
で
改
良
し
て
捧
げ
る
に
ふ
さ

わ
し
い
御
装
束
神
宝
が
、
正
式

に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

※
延
喜
式

：

９
２
７
年
に
完
成

し
、
９
６
７
年
に
施
行
さ
れ
た

法
律
の
細
則
。

結
晶
は
一
人
の
技
術
者
に
よ
っ

て
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

木
工
・
金
工
・
漆
工
・
染
織
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
凝
ら
し

て
調
製
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
装

束
神
宝
は
平
安
時
代
の
文
献
に

記
載
さ
れ
、
名
称
・
仕
立
・
寸

法
・
員
数
・
調
製
に
必
要
な
材

料
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
技
法
と
意

❖
せ
ん
ぐ
う
館
と
は

　

せ
ん
ぐ
う
館
で
は
、
神
宮
と

式
年
遷
宮
の
お
祭
り
に
関
す
る

事
柄
と
、
社
殿
造
営
の
道
具
や

御
装
束
神
宝
調
製
の
工
程
品
な

ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

御
装
束
神
宝
は
７
１
４
種
１

５
７
６
点
を
数
え
ま
す
が
、
そ

の
一
点
に
凝
集
さ
れ
た
技
術
の

伊勢まるごと

博物館

文化振興課内・伊勢まるごと博物館
ネットワーク会議事務局（☎�７８８５）

だより 30

　

今
回
は
、
式
年
遷
宮
記
念
せ

ん
ぐ
う
館
の
芝
本
行
亮
さ
ん
か

ら
の
情
報
提
供
で
す
。

所 在 地　豊川町126-1（外宮域内）
電話番号　�６２６３
開館時間　9：00～16：30
　　　　　（入館は16：00まで）
休 館 日　第４火曜日
入 館 料　大人300円
　　　　　小・中学生100円

式年遷宮記念 せんぐう館

開
催
期
間 

５
月
25
日
月
ま
で

企
画
展
「
御お

ん

し

ょ

う

ぞ

く

し

ん

ぽ

う

装
束
神
宝
の
源
流
―
古
代
の
意
匠
―
」



7 広報いせ ●平成27年４月15日号

「こどもを守る所」の
目印となるステッカー

大
人
に
よ
る
予
防
策

・
目
配
り
や
気
配
り
を
し
て
、

子
ど
も
を
一
人
に
さ
せ
な
い

・
万
が
一
、
子
ど
も
が
一
人
に

な
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
自
分

自
身
を
守
る
力
を
育
て
る

・
学
校
関
係
者
や
自
治
会
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の

見
守
り
活
動
を
す
る

・
子
ど
も
が
危
険
な
目
に
遭
っ

た
ら
、
保
護
者
は
学
校
へ
連
絡

し
、
警
察
へ
通
報
す
る

　

皆
さ
ん
で
子
ど
も
た
ち
に
関

心
を
持
ち
、
一
人
で
遊
ぶ
子
ど

も
に
は
「
危
な
い
よ
」、
遅
く

ま
で
遊
ぶ
子
ど
も
に
は
「
早
く

帰
り
な
さ
い
」
と
声
を
掛
け
る

な
ど
し
て
、
子
ど
も
を
犯
罪
の

危
険
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
登
下
校
時
は
指
定
さ
れ
た
通

学
路
を
利
用
し
、
人
通
り
の
少

な
い
道
は
通
ら
な
い
よ
う
に
す

る・
知
っ
て
い
る
人
で
も
、
保
護

者
の
了
解
な
し
に
付
い
て
い
か

な
い

・
万
が
一
、危
険
を
感
じ
た
ら
、

大
声
を
出
し
、
防
犯
ホ
イ
ッ
ス

ル
や
防
犯
ブ
ザ
ー
で
周
囲
に
危

険
を
知
ら
せ
、
そ
の
場
か
ら
逃

げ
る

・
緊
急
時
の
駆
け
込
み
場
所
で

あ
る
「
こ
ど
も
を
守
る
所
」
な

ど
、
避
難
で
き
る
家
や
お
店
な

ど
の
場
所
を
覚
え
て
お
く

　

子
ど
も
の
身
近
な
所
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
危
険
が
潜
ん
で
い

る
た
め
、
犯
罪
被
害
に
遭
い
そ

う
に
な
っ
た
と
き
の
対
処
方
法

を
、
日
頃
か
ら
身
に
付
け
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

危
険
が
潜
ん
で
い
る
場
所

・
人
の
目
が
届
か
な
い
駐
車
場

や
空
き
家
、
空
き
地
、
公
園
、

公
衆
ト
イ
レ
、
神
社
・
寺
院
の

境
内
な
ど

・
人
の
目
は
あ
る
が
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
不
特

定
多
数
の
人
が
自
由
に
出
入
り

で
き
る
場
所

子
ど
も
が
危
険
か
ら
身
を
守
る

方
策

・
一
人
で
遊
ば
ず
、
人
の
目
が

届
か
な
い
場
所
へ
は
行
か
な
い

子
ど
も
を
犯
罪
被
害
か
ら

守
る
た
め
に

シ
リ
ー
ズ
防
犯

安
全
で
安
心
な

ま
ち
を
め
ざ
し
て

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
４
）

り
活
動
の
日
程
や
、
発
生
し
た

不
安
な
問
題
な
ど
を
掲
載
し

て
、
隊
員
同
士
の
意
思
疎
通
を

図
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

◆
奥
田
代
表
の
思
い

　

「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
み
そ

の
」
結
成
後
は
、
隊
員
の
増
減

を
経
て
、
現
在
は
民
生
委
員
・

児
童
委
員
23
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
15
人
の
計
38
人
の
隊
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
が
、
年
々
、
隊

員
の
高
齢
化
や
減
少
化
を
懸
念

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
隊
員
の
若
返
り
や

増
員
を
図
り
な
が
ら
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

や
住
民
を
犯
罪
被
害
に
遭
わ
せ

な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
一
役

を
担
っ
て

い
く
と
信

じ
、
活
動

を
続
け
て

い
き
た
い

と
思
っ
て

い
ま
す
。

◆
結
成
の
経
緯

　

平
成
17
年
４
月
、
御
薗
地
区

の
中
学
生
が
不
審
な
人
物
に
声

を
掛
け
ら
れ
、
後
を
付
け
回
さ

れ
た
た
め
、
そ
の
翌
日
か
ら
教

職
員
に
よ
る
学
校
周
辺
の
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
機
に
、
同
年

６
月
に
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

守
る
た
め
、地
域
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
中
心
と
な
り
、
25

人
の
隊
員
で
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
み
そ
の
」
を
結
成
し
ま
し

た
。

◆
活
動
内
容

　

「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
み
そ

の
」
は
７
地
区
の
グ
ル
ー
プ
で

構
成
さ
れ
、
小
学
生
の
登
下
校

時
の
見
守
り
活
動
の
他
、
毎
月

３
回
、
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
と
し

て
登
校
時
の
交
通
安
全
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
以
外
は
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
活
動
内
容
を

決
め
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
隊
員
へ
防
犯

だ
よ
り
の
配
布
も
し
て
い
ま

す
。
防
犯
だ
よ
り
に
は
、
見
守

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
み
そ
の

伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体
連
絡
会
会
員
紹
介

市内の主な窃盗犯の件数（平成27年１～２月暫定値）
区　　　分 件数（対前年比）

侵入盗犯
空き巣狙い ９件（－５件）

忍び込み ２件（＋２件）

非侵入盗犯

自動車盗 １件（±０件）

オートバイ盗 ４件（－１件）

自転車盗 16件（－17件）

ひったくり ０件（±０件）

車上狙い ９件（－２件）

部品狙い ２件（－８件）

児童見守り活動中の様子
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親
せ
き
の
人
た
ち
の
思
い
や
り

も
、ぼ
く
は
見
習
い
た
い
で
す
。

　

運
動
会
の
日
、
祖
母
は
車
い

す
に
の
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う

し
た
ら
車
い
す
に
の
っ
て
い
る

祖
母
を
変
な
目
で
見
て
い
る
人

が
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
な
ぜ

変
な
目
で
見
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
祖
母
は
ぼ
く
の
運
動
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
の
に
変
な

目
で
見
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
ぼ

く
も
変
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
差
別

に
つ
な
が
っ
て
い
く
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
目
で
見
ら
れ
て
も
、

祖
母
は
ぼ
く
の
大
切
な
祖
母
で

す
。
祖
母
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
、
そ
れ
は
い
つ
も
笑
顔
で
見

守
っ
て
あ
げ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
祖
母
を
笑
顔
で

見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

べ
れ
な
い
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
の
が
む
ず
か
し

い
で
す
。
右
利
き
な
の
で
生
活

に
え
い
き
ょ
う
が
出
て
、
は
じ

め
は
字
も
書
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

入
院
し
て
い
た
時
、
祖
母
は

「
早
く
家
に
帰
り
た
い
。」
と
思

っ
た
の
か
急
に
家
の
絵
を
か
き

だ
し
ま
し
た
。
家
に
帰
り
た
い

気
持
ち
が
強
い
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。
ぼ
く
は
、
こ
の
気
持
ち

が
分
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。

　

祖
母
は
言
葉
の
リ
ハ
ビ
リ
と

歩
く
リ
ハ
ビ
リ
を
い
っ
し
ょ
う

け
ん
命
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
ぼ
く
は
、
祖
母
か
ら
見
習

う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
。
祖
母
は
い
つ
も
元
気

や
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

祖
母
は
、
の
う
こ
う
そ
く
の
せ

い
で
骨
折
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
骨
折
し
た
と
き
祖
母
は

悲
し
そ
う
で
し
た
。
手
術
も
し

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
あ
き
ら
め

ず
、
け
ん
命
に
リ
ハ
ビ
リ
を
す

る
祖
母
の
姿
は
、
す
ご
く
心
の

中
に
の
こ
っ
て
い
ま
す
。
強
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。そ
れ
と
、

祖
母
の
こ
と
を
支
え
た
祖
父
や

「
大
切
な
祖
母
」

（
小
学
６
年
生
）

　

ぼ
く
の
祖
母
は
、
の
う
こ
う

そ
く
で
右
半
身
が
不
自
由
に
な

り
ま
し
た
。
し
ゃ
べ
る
こ
と
も

で
き
な
い
し
、
歩
く
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
祖
母
は
い
つ
も
車

い
す
で
す
。
と
き
ど
き
泣
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
祖
母
は
し
ゃ

　

今
回
と
次
回
は
、
学
校
で
の

人
権
学
習
の
取
り
組
み
か
ら
、

小
・
中
学
生
の
作
文
を
紹
介
し

ま
す
。

＊
　
　
　

＊

　
　
　

＊

一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

学校教育課（☎�７８８３）

平
成
26
年
度
人
権
作
文
集

「
人
権
の
芽
」
か
ら

　

ま
た
、医
薬
品
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
の
様
子
の
変
化
に
気
付

い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
親

の
薬
を
取
り
出
し
て
飲
ん
で
し

ま
っ
て
い
た
」「
床
に
置
か
れ
た

箱
を
踏
み
台
に
し
て
机
に
よ
じ

登
り
、
棚
の
上
の
薬
を
飲
ん
で

し
ま
っ
た
」
と
い
う
例
も
あ
り

ま
す
。

　

誤
飲
事
故
に
関
し
て
は
、
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
注
意
喚

起
情
報
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ボ
タ
ン
電
池
を
使
用
し
た
製
品

や
医
薬
品
な
ど
は
、
乳
幼
児
の

手
の
届
か
な
い
場
所
に
保
管

し
、
ま
た
、
保
管
場
所
周
辺
に

踏
み
台
と
な
る
よ
う
な
物
が
な

い
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

乳
幼
児
の
誤
飲
事
故
が
多
数

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
乳
幼
児

は
、
つ
か
ん
だ
物
を
手
当
た
り

次
第
、
口
に
入
れ
る
こ
と
が
あ

る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
中

で
も
、
ボ
タ
ン
電
池
や
医
薬
品

の
誤
飲
は
、
重
大
な
事
故
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ボ
タ
ン
電
池
は
、
リ
モ
コ
ン

や
キ
ッ
チ
ン
タ
イ
マ
ー
な
ど
の

製
品
ば
か
り
か
、
乳
幼
児
が
遊

ぶ
お
も
ち
ゃ
に
も
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
工
具
な
ど
を
使
わ
ず

に
電
池
が
取
り
出
せ
た
り
、
落

下
な
ど
の
衝
撃
で
電
池
が
飛
び

出
し
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ボ
タ
ン
電
池
の
誤
飲
に
よ

っ
て
、
放
電
に
よ
る
化
学
や
け

ど
で
「
食
道
に
穴
が
空
い
た
」

「
潰
瘍
が
で
き
た
」
な
ど
の
健

康
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

伊勢市消費生活センター
予算額〔平成27年度〕
1,000万４千円（うち県補
助金572万７千円）

教
え
て

相
談
員
さ
ん
‼

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉑
５
７
１
７
）

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

乳
幼
児
の
誤
飲
事
故
に
ご
注
意
‼
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す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
と
機
能
を
分
担
し
、
診

療
所（
か
か
り
つ
け
医
）と
病
院

が
協
力
し
な
が
ら
患
者
さ
ん
を

中
心
と
し
た
医
療
を
実
践
し
て

い
く
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
診
療
所
や
中
核
病
院
な

ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
応

じ
た
最
善
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

伊
勢
総
合
病
院
で
も
、
地
域

医
療
連
携
課
を
窓
口
と
し
て
地

域
の
病
院
・
診
療
所
な
ど
と
協

力
し
、
患
者
さ
ん
の
症
状
に
合

っ
た
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
内
科
・
神
経
内
科
・

循
環
器
内
科
で
は
、
地
域
の
医

療
機
関
と
の
役
割
分
担
を
図
る

た
め
、
紹
介
外
来
制
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
円
滑
な
診
療
が
行

わ
れ
る
よ
う
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
よ
り
一
層
計
画
的

な
経
営
に
取
り
組
み
、
病
院
運

営
の
効
率
化
、
経
営
の
健
全
化

に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
医

療
連
携
の
さ
ら
な
る
強
化
を
目

指
す
た
め
、
伊
勢
総
合
病
院
の

「
事
務
部
」
を
「
経
営
推
進
部
」

に
改
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ま

で
医
療
事
務
課
内
の
一
係
だ
っ

た
も
の
か
ら
、
新
た
に
課
と
し

て
新
設
し
た
「
地
域
医
療
連
携

課
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

地
域
医
療
連
携
と
は
、
患
者

の
皆
さ
ん
に
よ
り
良
い
医
療
を

提
供
す
る
た
め
に
、
個
々
の
医

療
機
関
が
単
独
で
医
療
を
提
供

地
域
医
療
連
携
課

部
署
紹
介
！

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
㉚

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

伊
勢
総
合
病
院（
☎
㉓
５
１
１
１
）

地域医療連携

伊勢総合病院 かかりつけ医

患者さん

①受診

②紹介・予約

③紹介状

④来院

⑤検査・治療

⑥経過報告・逆紹介

伊勢総合病院の地域医療連携システム　※紹介状を持って受診する場合のイメージ図です
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１km１km

２km２km
３km３km

４km４km

スタート/ゴールスタート/ゴール

小俣北部保健福祉会館

明野高校

ポリテクセンター南伊勢

工場
コンビニ

ガソリンスタンド

テニスコート

国道23号

自衛隊明野駐屯地

自衛隊のヘリコプターが
よく見えます

歩道あり

23

◦運動前には準備運動を、運動後は整理運動を行い
ましょう。（準備運動は心身を運動に慣らし、整
理運動は興奮した心身を落ち着かせます）
◦少しきついと感じるくらいが適した運動です。
◦適宜水分を補給しましょう。
◦適宜休憩を入れましょう。（効果は歩いた総量で
決まるため、休憩を入れても効果は同じです）

◦新たに運動を始めようとする時は、事前に健康診
断で体調を確認しましょう。
◦その日の体調に合わせ、無理のないようにしまし
ょう。
◦食事の直後は避けましょう。
◦夜間は反射タスキやバンドを着け、交通安全に気
を付けましょう。
◦動きやすい服装と運動靴で歩きましょう。（かか
とが極端に高い靴は履かない）

一番大切なことは… ➡ 自分のペースで、自分のリズムで、周りを見ながら、たくさん楽しく歩くことです。

　ウォーキングは、いつでも・誰でも・どこでも気軽にできる健康法です。市内の名所や公園などを楽し

みながら歩いてみてはいかがですか。検証済みのコースからご紹介します。

健康課（☎�２４３５）

ウォーキングルート情報
■距離：約4.8㎞　　■時　間：約１時間
■歩数：約6,500歩　■心拍数：約110拍/分（最大心拍数の約55％）
■エネルギー消費量：体重１㎏当たり約3.7kcal
■自覚的運動強度：楽である～ややきつい
■血中乳酸値：1.9→1.4mmol/L（有酸素運動）
■特　徴：自衛隊のヘリコプターを見ながらのウォーキング。高低

差はほとんどありませんが、日陰もないので注意してください。

～明野自衛隊駐屯地周回コース～

市内のウォーキングコースを紹介�

他のコースは、市のホームページ「くらしのガイド」－「健康」－「ウォーキング」に掲載しています。

体重60㎏の人がこのコースを
ウォーキングした場合

エネルギー消費量222㎉

消費されたことになります
（おにぎり１個〔100g・具なし〕168㎉で換算）

おにぎり約1.3個分が

歩
く
時
の
注
意
点
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二
見
小
学
校
・
今
一
色
小

学
校
統
合
準
備
会
で
は
、
５

月
22
日
㈮
ま
で
、
統
合
校
の

校
名
案
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

二
見
中
学
校
区

の
小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
・

生
徒
と
保
護
者
、
二
見
地
区

に
在
住
す
る
人
、
二
見
・
今

一
色
小
学
校
の
卒
業
生

※
応
募
方
法
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

二
見
小
学
校
・
今
一
色
小
学

校
統
合
準
備
会
だ
よ
り
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

学校統合に向けて⑪
教育総務課（☎�７８９３）

二見小学校・今一色小学校
統合校の校名案を募集

時４月19日㈰、14：00～15：30　所いせ市民活動セン
ター北館（いせシティプラザ）・２階会議室Ｂ　内広
垣進さん・吉川伸幸さんによるクラシックギターの

コンサート（ギター独奏と二重奏）　料前売り700円、
当日800円
※収益の一部は東日本大震災復興支援に使われます。

時５月３日㈷、12：00～16：00　所生涯学習センター
いせトピア・多目的ホール　内吟剣詩舞・大正琴・
フラダンス・着付け・民謡・民舞・カラオケなどの

舞台発表

時５月９日㈯、14：00～15：30　所皇學館大学・４号
館431教室　内講座「万葉集、旅の歌」大島信生さ
ん（皇學館大学国文学科教授）

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・
後援などをするイベント情報を案内するコーナーです。
参加費などの記載のないものは無料です。

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内
や会員募集などに利用できるコーナーです。参加費など
の記載のないものは無料です。

イベント掲示板 みんなの広場

イベント掲示板 & みんなの広場

春うららギターコンサート

で愛ふれ愛フェスティバル

皇學館大学月例文化講座

伊勢市クラシックギターを楽しむ会・広垣さん
（☎090-5618-4463）

いせハンドinハンド・酒德さん（☎22-0288）

皇學館大学（☎22-8635）

時５月12日～７月14日の毎週火曜日、10：00～11：
30（計10回）　所福祉健康センター・２階　対60歳以
上の人　内下半身を中心に、気軽にできる筋力アッ
プ教室を開催します。専門家による元気の出るツボ

もご紹介します。　定30人（申し込み多数の場合は
抽選）　料880円（資料代）　申４月21日㈫までに、
郵便番号・住所・氏名・年齢・性別・電話番号を、

往復はがきで同会　能力アップ教室宛（〒516-0076
八日市場町13-1）へ

時５月23日㈯、13：00～15：00　所産業支援センター
内「捨てられない人の片づけ術」と「衣類」。あな
たは「要る」「要らない」の判断できますか？衣替え

の時が衣類整理のチャンスです　申事前に同団体へ

時５月以降の第２・４土曜日、10：00～12：00
所生涯学習センターいせトピアなど　対小学３年生
～中学生　内能に関わるお話、お作法、仕舞、舞囃
子、能、謡い、能の楽器に触れる体験などができる

「伊勢子供能楽教室」の生徒を募集中です　定20人
程度　料白足袋代が必要　申事前に同会へ

第７回おたっしゃ筋力アップ教室

達人になれる整理収納

伊勢子供能楽教室生徒募集

伊勢市視覚障害者福祉会・伊藤さん
（☎090-7735-2427）

片付けコンシェルジュ（☎090-2771-9090）

伊勢能楽連盟 喜多流みもすそ会・丸田さん
（☎43-2460）

時とき 　所ところ 　対対象　　内内容　定定員
料料金　 申申し込み

６月15日号＝４月30日㈭
７月１日号＝５月15日㈮

掲載申し込み締め切り
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福
祉
大
会
受
賞
者
の
声

（
伊
勢
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

 

関
係
者
）

★
市
長
感
謝
状（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者
）

○
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
共
に
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

豆
の
木
グ
ル
ー
プ　

柴
ふ
み
子

○
腹
話
術
を
始
め
て
20
年
。
多
く
の
出
会
い
に
感
謝
で
す
。

笑
い
の
ワ　

西
村
と
め

○
楽
し
い
仲
間
の
お
か
げ
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

人
形
劇
団
お
た
ま
じ
ゃ
く
し　

川
端
多
恵
子

○
さ
ら
に
い
っ
そ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
重
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

★
伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者
）

○
花
に
心
を
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
き
れ
い
な
花
を
届

け
ま
す
。 

花
の
郵
便
局　

中
西
清
嘉

○
手
作
り
お
菓
子
を
届
け
、
皆
さ
ま
の
笑
顔
が
私
た
ち
の
喜
び
で

す
。 

キ
ッ
チ
ン
フ
レ
ン
ド　

日
置
蔦
香

○
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

朗
読
シ
ー
ン
ボ
イ
ス　

小
林
貴
代

○
宅
老
所
の
楽
し
く
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
。 

グ
ル
ー
プ
も
ん
ち
ゃ
ん　

原　

和
弘

○
こ
れ
か
ら
も
地
域
高
齢
者
福
祉
に
頑
張
り
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
も
ん
ち
ゃ
ん　

太
田
三
郎

○
十
年
の
節
目
を
越
え
、
も
っ
と
多
く
の
方
た
ち
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

朗
読
シ
ー
ン
ボ
イ
ス

○
宅
老
所
開
所
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

グ
ル
ー
プ
も
ん
ち
ゃ
ん

いせぼれんだより No.65

伊勢市ボランティア連絡協議会（八日市場町・福祉健康センター内）（☎�２４２５、FAX�２４１２）

　待ちに待った春。

　日頃より、ボランティア活動にご支援を賜りまして

ありがとうございます。

　先の伊勢市社会福祉大会におきましては、大勢の皆

さまが栄えある賞を受けられましたこと、お慶び申し

上げます。これもひとえに、ご家族さまは申すまでも

なく、皆さまのご支援の賜物と御礼申し上げます。

　当会では、春の訪れとともに新たな活動がスタート

します。昨秋のおもちゃドクター養成講座修了者によ

る会の設立で、限りある資源を無駄にしないためにも、

さまざまな玩具の再生に取り組む活動となります。

　現在では、ボランティアの種類も随分多くなり、“安

心･安全のまちづくり”を掲げる本会としては、大勢

の皆さまのボランティアへのご参加をお願い申し上げ

ますとともに、37団体のボランティアグループの活

動に興味をお持ちの方は、当会へお問い合わせくださ

い。ボランティアを次世代につなげることも本会の大

切な役割として一同励んでいます。

伊勢市ボランティア連絡協議会 会長　泰道　詞子

春新たに

ボランティア団体紹介コーナー

ボランティア団体の活動概要を順次紹介します。

●グループ環境
　資源環境の保護と保全

●いせ傾聴ボランティアさくらんぼ
特別養護老人ホームなどで入居者の方に傾聴ボ

ランティア

●福祉の店「えがお」「スマイル」
障がい者就労継続施設の製品販売、交流の場

※活動を希望する人は、伊勢市ボランティア連絡
協議会へ問い合わせてください。

伊勢市社会福祉大会
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災害ボランティア訓練に参加して ボランティア合同研修会

「チャリティ映画会」開催

新年の集い

　１月17日、ハート
プラザみそので災害ボ

ランティア訓練が開催

され、約90人が参加
しました。基調講演の

後に行われた訓練で

は、段ボール箱でのベ

ッド作りに挑戦し、簡

単な作業で立派なベッドを完成させました。

　災害時、ボランティアができる事として、多様なニーズ

に対処できるよう心掛けていきたい。そのためには、回を

重ねて訓練に参加したいと思います。 （岡田）

　三重県ボランティア連絡協議会合同研修会

が、２月８日に伊勢市の福祉健康センターで

開催されました。

　今回は、県下全地域参加型の研修会で、各

市町のボランティアグループや関係機関の皆

さん約110人の参加によって行われました。
各地域相互の協力体制を図るとともに、抱え

ている問題点と課題を掘り起こし、今後のボ

ランティア活動や関係機関の活動に生かすべ

く、大変有意義な研修となりました。

　グループ討議では７グループに分かれ、そ

れぞれがテーマを決め、問題点やこれからの

取り組みと方向性などを議論した後、全体発

表会を行いました。

　活発な意見交換は、今後のボランティア活

動に大いに生かされるものになると感じまし

た。 （福井）

　１月24日、恒例となったチャリティ映画
会が、福祉健康センターで開催されました。

　戦時下の日本を舞台に繰り広げられる一家

族の物語で、タイトルは「少年Ｈ」。子ども

の目から、また、大人から見た、「戦争の理

不尽さ」「友情とは何か？」「真の家族の在り方

とは？」など、人間の永遠のテーマ、愛を語

るにふさわしい作品でした。ご覧になった皆

さまからは称賛の声をいただき、「来年もま

た喜んでいただける映画を」と意を強くした

一日でした。 （小野田）

環境研修で塩作りを体験
　１月22日、サニーロード中ほどの「塩作り施設」にお
いて、グループ環境の活動目的である「楽しくやりがいの

ある資源の有効利用」についての研修が行われました。

　講師の施設代表者から、塩作りについて伺うことができ

ました。昔ながらの製法として、平釜でじっくりと炊き上

げる方法で行われており、奥志摩のきれいな海水に真珠と

真珠貝を一緒に入れて炊き上げると、まろやかで風味豊か

な塩が出来上がりました。

　塩作りは平成11年から始め、製品にするまで２年ほど
かかったそうです。また、皆さまに知ってもらうのに苦労

したとのことでした。環境面では、燃料として近くの山の

間伐材を利用し、山の保全と豊かな海づくりに取り組んで

おられました。 （奥田）

������������������

������������������

��������������

　新年ボランティア交

流会が、100余名の会
員の参加のもと開催さ

れました。来賓あいさ

つの後、講演、朗読劇、

ビンゴゲーム、歌など

で楽しく過ごしました。

　伊勢志摩国立公園協

会事務局長でボランティアの仲間である滋野峻さんから、

「しげじいの思い・伊勢志摩国立公園指定70周年」と題し
て講演をしていただきました。戦後13番目の国立公園の
立ち上げの経過から、３市１町に及ぶ広大な自然のお話を

熱く語っていただきました。

　今年も各地域でボランティア活動を頑張ろうと誓い合

い、交流会を終了しました。 （井村）

災害を想定した活動仕分け訓練の状況

新年の集い

活発な討議

映画会
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対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
し
て
い
る
人

利
用
車
両　

軽
自
動
車
・
小
型

自
動
車
・
普
通
自
動
車

募
集
台
数　

15
台
程
度（
先
着

順
）

利
用
期
間　

許
可
日
〜
平
成
28

年
３
月
31
日（
24
時
間
利
用
可

能
）

利
用
料
金　

月
額
８
４
７
０
円

（
月
途
中
か
ら
利
用
す
る
場
合

は
日
割
り
計
算
）

申
し
込
み　

車
検
証
の
写
し
、

住
所
が
確
認
で
き
る
物（
免
許

証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）
の
写

し
、勤
務
先
の
在
職
証
明
書（
市

外
在
住
者
の
み
）
を
持
参
し
、

同
課
へ

　

今
後
の
介
護
保
険
事
業
の
円

滑
な
運
営
に
向
け
、「
伊
勢
市

介
護
保
険
推
進
協
議
会
」
の
被

保
険
者
代
表
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
介
護
保
険

被
保
険
者（
40
歳
以
上
の
人
）

で
、
高
齢
者
福
祉
お
よ
び
介
護

保
険
事
業
に
対
す
る
理
解
と
関

心
が
あ
る
人

任
期　

平
成
27
〜
29
年
度

募
集
人
数　

３
人

応
募
方
法　

４
月
23
日
㈭（
必

着
）
ま
で
に
、
応
募
用
紙
を
、

直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（
〒
516

－

8601

岩
渕
１
丁
目
７

－

29
、
FAX
⑳
８

５
５
５
、
ア
ド
レ
スkaigo

@

city.ise.m
i e.jp

）へ

選
考
方
法　

面
接

※
応
募
用
紙
は
同
課
・
各
総
合

支
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
関
す
る
基
本
的
方
針
・

政
策
・
重
要
事
項
を
調
査
・
審

議
す
る
た
め
、
男
女
共
同
参
画

審
議
会
を
設
置
し
て
お
り
、
次

の
と
お
り
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
20
歳
以
上

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）の

人任
期　

６
月
〜
平
成
29
年
５
月

募
集
人
数　

３
人
程
度

応
募
方
法　

５
月
15
日
㈮（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
応
募

用
紙
を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課

(

〒
516

－

8601
岩
渕
１
丁
目
７

－

29
、
FAX
�
５
６
４
２
、
ア
ド
レ

スkouryu@
city.ise.m

ie.jp)

へ選
考
方
法　

書
類
選
考

※
応
募
用
紙
は
同
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

催
す
る
審
査
会
で
、
申
請
団
体

が
行
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
事
業
説
明
・
ア
ピ
ー
ル
な
ど
）

に
よ
り
選
定

※
申
請
用
紙
な
ど
は
、
同
課
・

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・
各

支
所
・
い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ

ト
ピ
ア
・
二
見
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
・
伊
勢

図
書
館
・
小
俣
図
書
館
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

元
気
で
活
気
あ
ふ
れ
る
地
域

づ
く
り
の
た
め
の
団
体
活
動
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
団
体　

市
内
で
地
域
貢
献

活
動
に
取
り
組
む
団
体（
一
部

対
象
外
と
な
る
団
体
あ
り
）

対
象
事
業　

平
成
27
年
度
中
に

実
施
す
る
事
業

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の

10
分
の
８
以
内（
上
限
10
万
円
）

申
し
込
み　

５
月
１
日
㈮（
郵

送
の
場
合
は
４
月
30
日
㈭
必

着
）
ま
で
に
、
申
請
用
紙
な
ど

を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
同
課

（
〒
516

－

8601
岩
渕
１
丁
目
７

－

29
）へ

選
考
方
法　

５
月
17
日
㈰
に
開

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕89万

４
千
円

駐
車
場
使
用
料
収
入〔
平
成
25
年
度
〕

約
３
９
５
万
７
千
円

募 

集

市
民
交
流
課（
☎
�
５
５
１
３
）

介
護
保
険
課（
☎
�
５
５
６
０
）

管
財
契
約
課（
☎
�
５
５
２
６
）

市
民
交
流
課（
☎
�
５
５
４
９
）

男
女
共
同
参
画
審
議
会
の

委
員
を
募
集

介
護
保
険
推
進
協
議
会
の

委
員
を
募
集

市
営
吹
上
駐
車
場
の

利
用
者
を
追
加
募
集

活
性
化
活
動
事
業
補
助
金

活
動
団
体
を
募
集

情
報
コ
ー
ナ
ー

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
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出
し
体
験
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
実

技定
員　

30
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

現
在
使
っ
て
い
る
歯

ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル
、
手
鏡

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へ
　

市
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
調

査
・
審
議
を
行
う
都
市
計
画
審

議
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

４
月
24
日
㈮
、
午
後
３

時
〜

と
こ
ろ　

市
役
所
本
館
・
３
階

委
員
会
室

内
容　

伊
勢
都
市
計
画
特
別
用

途
地
区
の
変
更
な
ど

※
傍
聴
の
受
け
付
け
は
、当
日
・

午
後
２
時
30
分
か
ら
、
市
役
所

本
館
・
３
階
３

－

３
会
議
室
で

行
い
ま
す
。

ー
ス（
約
5.5
㎞
）の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ定
員　

60
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

障
害
保
険
料
30
円
程

度
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動

の
で
き
る
服
装
・
靴

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へ
　

「
歯
磨
き
の
時
に
出
血
す
る
」

「
歯
ぐ
き
が
腫
れ
る
」
な
ど
、

気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

５
月
の
健
康
の
日
で
は
、
歯

周
病
の
予
防
や
進
行
を
防
ぐ
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
、
実
技

を
交
え
て
分
か
り
や
す
く
お
伝

え
し
ま
す
。

と
き　

５
月
11
日
㈪
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
・
２
階

内
容　

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯

周
病
予
防
の
お
話
、
歯
の
染
め

※
手
工
具
は
各
自
で
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
い
つ
で

も
、
誰
で
も
で
き
る
手
軽
な
運

動
の
一
つ
で
、
体
に
大
き
な
負

担
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
長
く

続
け
ら
れ
る
運
動
で
す
。

　

今
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
案

内
役
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
身

近
な
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で

す
。

と
き　

５
月
15
日
㈮
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分（
雨
天
の

場
合
は
中
止
）

集
合
場
所　

二
見
公
民
館

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

潮
風
の
道
シ
ョ
ー
ト
コ

　

木
工
産
業
の
振
興
を
目
的

に
、
優
れ
た
木
工
技
術
を
有
す

る
技
術
者（
職
人
）の
育
成
を
図

り
ま
す
。

と
き　

５
月
〜
平
成
28
年
３
月

の
第
２
・
４
土
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
〜
４
時（
計
22
回
）

と
こ
ろ　

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

内
容　

手
工
具
の
使
い
方
・
仕

込
み
、木
工
機
械
の
操
作
実
習
、

組
み
加
工
実
習
、
希
望
作
品
の

制
作
実
習

講
師　

井
坂
益ま

す

み水
さ
ん（
井
坂

家
具
店
主
）

定
員　

10
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
５
月
２
日
㈯
・
午

後
１
時
30
分
か
ら
行
う
選
考
会

に
よ
り
決
定
）

参
加
費　

１
万
４
０
０
０
円

（
材
料
費
を
含
む
）

申
し
込
み　

４
月
24
日
㈮
ま
で

に
、
申
込
書
を
同
セ
ン
タ
ー
へ

※
受
講
中
の
け
が
な
ど
は
本
人

の
責
任
と
な
り
ま
す
。

　

「
伊
勢
ぶ
ん
か
ネ
ッ
ト
」
と

は
、
伊
勢
市
を
拠
点
に
活
動
す

る
文
化
団
体
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
、
公
的
機
関
に
よ
る
助
成

事
業
や
登
録
団
体
が
行
う
イ
ベ

ン
ト
の
情
報
を
、
文
化
振
興
課

が
フ
ァ
ク
ス
や
Ｅ
メ
ー
ル
で
提

供
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　

情
報
は
、
毎
月
１
回
お
よ
び

臨
時
に
提
供
し
ま
す
。

　

随
時
、
登
録
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

申
込
書
を
、
直
接

ま
た
は
郵
送
で
同
課（
〒
519

－

0592
小
俣
町
元
町
５
４
０
）へ

※
申
込
書
は
、
同
課（
小
俣
総

合
支
所
・
２
階
）、
市
役
所
東

庁
舎
・
２
階
教
育
委
員
会
窓
口

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

試
験
・
講
座

催
し
物

文
化
振
興
課（
☎
�
７
８
８
５
）

伊
勢
ぶ
ん
か
ネ
ッ
ト

登
録
団
体
を
募
集

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
５
６
７
７
）

木
工
講
座

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

健
康
課
の
共
同
企
画

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

都
市
計
画
課（
☎
�
５
５
９
１
）

正
し
い
セ
ル
フ
ケ
ア
で

歯
周
病
を
予
防
し
よ
う

健
康
の
日
に
お
け
る
啓
発
事
業

都
市
計
画
審
議
会

情報コーナー
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平
成
27
年
度
の
市
税
の
納
期

限
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

納
付
書
に
納
期
限
日
が
記
載

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
納
期
限

日
を
確
認
し
、
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
事
業
者

・
市
内
で
対
象
設
備
を
設
置

し
、
設
置
者
に
対
し
補
助
金
分

の
値
引
き
を
行
う

・
平
成
27
年
度
中
に
設
置
工
事

を
行
い
、
工
事
が
完
了
し
て
実

績
報
告
書
を
提
出
で
き
る

補
助
金
額　

設
置
経
費
の
10
分

の
１（
上
限
額
は
下
表
の
と
お

り
）

募
集
件
数　

約
２
８
０
件（
予

算
の
範
囲
内
で
先
着
順
に
受
け

付
け
）

申
し
込
み　

４
月
１
日
㈬
〜
平

成
28
年
３
月
18
日
㈮
に
、
申
請

書
類
を
同
課
へ

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
同

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

①
５
月
５
日
〜
６
月
23

日
の
毎
週
火
曜
日
・
②
５
月
６

日
〜
６
月
24
日
の
毎
週
水
曜

日
、
午
前
10
時
〜
正
午（
各
８

回
）

と
こ
ろ　

県
営
大
仏
山
公
園
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員　

各
８
人（
先
着
順
）

※
継
続
し
て
受
講
す
る
人
を
優

先
し
ま
す
。

受
講
料　

各
９
０
０
０
円（
保

険
代
を
含
む
）

※
教
室
開
始
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

に
つ
い
て
は
、
受
講
料
を
返
金

し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み　

４
月
20
日
㈪
か

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
同
管

理
事
務
所
へ

と
き　

５
月
４
日
㈷（
田
植
え
）

〜
10
月
の
土
・
日
曜
日
・
祝
日

の
う
ち
８
日
程
度

と
こ
ろ　

西
豊
浜
町
内
の
農
地

な
ど

対
象　

市
内
在
住
の
人（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

内
容　

田
植
え（
手
植
え
）・
除

草
作
業
・
稲
刈
り
な
ど
の
作
業

体
験
、
カ
カ
シ
づ
く
り
コ
ン
テ

ス
ト
、
収
穫
祭
な
ど

定
員　

80
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

３
０
０
０
円（
小
学

生
以
下
は
５
０
０
円
）

申
し
込
み　

４
月
28
日
㈫
ま
で

に
、
電
話
で
同
課
へ

※
参
加
者
に
は
、
み
ん
な
で
作

っ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
進
呈
し
ま

す
。

※
天
候
や
稲
の
状
況
な
ど
に
よ

り
、
作
業
が
中
止
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

※
夏
休
み
の
自
由
研
究
な
ど
に

も
利
用
で
き
ま
す
。

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕　

２
４
８
０
万
円（
う
ち
国
交
付

金
収
入
１
２
８
０
万
円
）

太陽光発電システム設置補助の上限額

市税の納期限

補助金の上限額
新築する建物に太陽光発電
システムを設置する場合

６万円
太陽光発電システムが設置
された建物を販売する場合

既築の建物に太陽光発電シ
ステムを設置する場合

・市内事業者が設置する場合、または京
セラ㈱の製品を設置する場合…16万円
・市外の事業者が京セラ㈱以外の製品を
設置する場合…６万円

※上限額が16万円となる場合については、実施時期に制限があります。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

市・県民税 
（普通徴収分）

－ －
第１期 
6/30

－
第２期 
8/31

－
第３期 
11/2

－ －
第４期 
2/1

－ －

固定資産税・ 
都市計画税

第１期 
4/30

－ －
第２期 
7/31

－ － － －
第３期 
12/28

－
第４期 
2/29

－

軽自動車税 －
全期 
6/1

－ － － － － － － － － －

※納期限日は、基本的に納期月の末日となっていますが、納期限日が土・日曜日・祝日に当たるときは、次の平日が納期限日と
なります。

お
知
ら
せ

環
境
課（
☎
�
５
５
４
０
）

収
税
課（
☎
�
５
５
３
７
）

県
営
大
仏
山
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
�
６
５
６
５
）

農
林
水
産
課（
☎
�
０
３
７
０
）

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
に
補
助

市
税
の
納
期
限

県
営
大
仏
山
公
園

テ
ニ
ス（
硬
式
）教
室

伊
勢
稲
作
学
校
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●地域社会活動（清掃、防犯、防災、交通安全、パトロール、祭りなどの

活動）

●青少年健全育成活動（子ども会、ボーイスカウト・ガールスカウト、非

行防止などの活動）

●社会福祉・奉仕活動（社会福祉施設への慰問、手話、在宅高齢者や障が

い者支援などの活動）

●社会教育活動（スポーツ、レクリエーション、文化などの指導）

●市主催の上記活動に準じる事業への参加および手伝いなど

●危険度の高いスポーツ、危険行為を伴う祭礼など

●政治や宗教または営利を目的とする活動

●懇親、趣味などを目的としたスポーツや文化活動

●職場や学校などの活動

※入院・通院補償については、事
故発生日から起算して180日以
内の間に限ります。

※１事故につきそれぞれ5,000円
は免責で自己負担となります。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
活

動
・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
活
動
・

自
治
会
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
に
安
心
し
て
積
極
的

に
参
加
で
き
る
よ
う
、
市
が
保

険
料
を
負
担
し
て
補
償
制
度
を

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

広
く
公
共
の
利
益
を
目
的
と

し
て
行
う
自
発
的
か
つ
無
報
酬

の
活
動
中
に
事
故
に
遭
っ
た
場

合
や
、
地
域
活
動
の
責
任
者
な

ど
が
誤
っ
て
第
三
者
を
負
傷
さ

せ
た
場
合
に
、
補
償
金
が
給
付

さ
れ
ま
す
。（
下
表
参
照
）

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
万
一
、
事
故
な
ど
が
起
こ

っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
同
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
６
月
以
降
、
補
償

内
容
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
加

入
者
が
活
動
中
に
生
じ
た
事
故

な
ど
で
傷
害
を
被
っ
た
場
合

に
、
そ
の
補
償
を
す
る
も
の
で

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
団
体
だ
け
で
な

く
、
文
化
活
動
・
地
域
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行

う
団
体
も
安
心
し
て
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
保
険

で
す
。

対
象　

５
人
以
上
の
団
体
・
グ

ル
ー
プ

保
険
期
間　

加
入
日
の
翌
日
〜

平
成
28
年
３
月
31
日

申
し
込
み　

加
入
申
込
書
を
指

定
銀
行
へ

※
加
入
申
込
書
は
、
同
課（
小

俣
総
合
支
所
・
２
階
）、
市
役

所
東
庁
舎
・
２
階
教
育
委
員
会

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

公
益
財
団
法

人
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
三
重
県

支
部（
☎
０
５
９
・
３
７
２
・

８
１
０
０
）

　

森
林
・
緑
は
、
お
い
し
い
水

や
き
れ
い
な
空
気
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
災
害
防
止
・
地
球

温
暖
化
防
止
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

か
け
が
え
の
な
い
森
林
・
緑

を
守
り
、
育
て
る
た
め
、「
緑

の
募
金
」
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
は
、
自

治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
が
行
う
緑
化
活
動
や
森
林
整

備
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

募
金
方
法
な
ど
は
、
同
課
ま

た
は
公
益
社
団
法
人
三
重
県
緑

化
推
進
協
会（
☎
０
５
９
・
２

２
４
・
９
１
０
０
）
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

春
の
募
金
運
動
期
間　

５
月
31

日
㈰
ま
で

■傷害補償

■賠償責任補償

区分 給付額
死亡 １人200万円
後遺障害 上限200万円

入院
１日3,000円 
（上限180日）

通院
１日2,000円 
（上限90日）

区分 補償限度額

身体賠償
１人１億円 
１事故３億円

財物賠償 １事故1,000万円
保管者賠償 １事故500万円

補償の対象外となる主な活動

補償の対象となる主な活動

　発生した事故がこの制度の対象になるかどうかは、活動内容や事故状況な
どによります。詳しくは、市のホームページをご覧いただくか、同課へ問い
合わせてください。

補償の限度額

農
林
水
産
課（
☎
�
０
３
７
０
）

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
�
７
８
９
５
）

市
民
交
流
課（
☎
�
５
５
６
３
）

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

市
民
活
動
補
償
制
度

情報コーナー
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対
象
大
会

・
日
本
体
育
協
会
加
盟
団
体
が

主
催
・
共
催
す
る
大
会

・
実
業
団
対
象
の
大
会
な
ど
で
、

予
選
な
ど
が
行
わ
れ
る
大
会　

な
ど

対
象
者　

予
選
な
ど
を
経
て
出

場
資
格
を
得
た
、
市
内
に
住
所

を
有
し
、
か
つ
居
住
し
て
い
る

人
な
ど

交
付
金
額　

左
表
の
と
お
り

に
、
申
込
書
と
添
付
書
類
を
直

接
同
課
へ

※
売
却
の
案
内
書
は
同
課
・
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
歯
科
医
院
で
は
、
健
診

を
実
施
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

歯
科
医
院
名　

平
松
歯
科
医
院

（
八
日
市
場
町
）

　

文
化
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
の
全

国
規
模
以
上
の
大
会
に
出
場
さ

れ
る
個
人
・
団
体
に
、
激
励
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
交
付
を
受
け
る
に
は
、
大
会

開
催
日
ま
で
に
申
請
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　

左
表
の
市
有
地
を
先
着
順
に

売
却
し
ま
す
。

対
象　

一
定
の
資
格
を
満
た
す

個
人
ま
た
は
法
人

申
し
込
み　

８
月
19
日
㈬
ま
で

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕４８

０
万
円

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕 

45
万
円

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
出
場
選
手

激
励
金

市有地売却物件

所在地 宮川１丁目
813番２

大湊町字稲荷裏 
422番47

大湊町字稲荷裏
422番48

面積 125.85㎡ 
（約38.1坪）

159.24㎡ 
（約48.2坪）

243.45㎡ 
（約73.6坪）

地目 宅地 宅地 宅地

建ぺい率 60% 60% 60%
容積率 200% 200% 200%
用途地域 第一種住居地域 第一種住居地域 第一種住居地域

最低売却価格 3,006,000円 955,000円 １,460,000円

文
化
芸
術
大
会
出
場
者
激
励
金

対
象
大
会

・
国
民
文
化
祭
お
よ
び
全
国
高

等
学
校
文
化
祭

・
国
な
ど
が
主
催
す
る
全
国
規

模
以
上
の
大
会
で
、
予
選
な
ど

を
経
て
出
場
す
る
大
会　

な
ど

対
象
者　

予
選
な
ど
を
経
て
出

場
資
格
を
得
た
、
市
内
に
住
所

を
有
し
、
か
つ
居
住
し
て
い
る

人
な
ど

交
付
金
額　

左
表
の
と
お
り

文化芸術大会出場者激励金   

スポーツ大会等出場選手激励金

対　象　者 交付金額（１人当たり） 備　　考
顧問 10,000円 １団体１人のみ

出場者（個人） 10,000円

団体を構成
する出場者

５人まで 10,000円

出場者のみの人数
（※）

10人まで 9,000円

15人まで 8,000円

16人以上 7,000円

対　象　者 交付金額（１人当たり） 備　考
監督 10,000円 １チーム１人のみ

コーチ 10,000円 １チーム１人のみ

選手（個人） 10,000円

団体を構成
する選手

５人まで 10,000円
選手のみの人数
（※）

10人まで 9,000円
15人まで 8,000円
16人以上 7,000円

※団体を構成する出場者に対して交付する場合、交付対象外の人数も含
めて１人当たりの金額を決定します。

※団体を構成する選手に対して交付する場合、交付対象外の選
手の人数も含めて１人当たりの金額を決定します。

文
化
振
興
課（
☎
�
７
８
８
５
）

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
�
７
８
９
５
）

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

用
地
課（
☎
�
５
５
６
２
）

実
施
歯
科
医
院
の

お
知
ら
せ

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ

の
全
国
大
会
出
場
者
に

激
励
金
を
交
付

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
・

高
齢
者
口
腔
総
合
健
康
診
査

市
有
地
を
先
着
順
に
売
却

広
告
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に
限
る
）
で
組
織
さ
れ
た
団
体

で
市
長
が
認
め
る
も
の（
団
体

の
代
表
者
お
よ
び
規
約
な
ど
の

定
め
が
あ
る
こ
と
）

対
象
事
業　

新
規
性
・
継
続
性

が
あ
る
事
業
で
、
下
表
に
掲
げ

る
も
の

※
対
象
団
体
⑨
は
、
一
部
対
象

と
な
ら
な
い
事
業
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
額　

下
表
の
と
お
り

申
請　

５
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮

に
、
申
請
書
と
必
要
書
類
を
直

接
同
課
へ

※
募
集
案
内
・
申
請
書
は
、
４

月
20
日
㈪
以
降
、
同
課
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※
新
規
性
・
継
続
性
な
ど
を
勘

案
し
た
審
査
に
よ
り
補
助
金
の

交
付
決
定
を
し
ま
す
。

　

市
内
の
商
業
や
商
店
街
の
振

興
を
図
る
た
め
、
地
域
住
民
な

ど
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
商
業
環

境
整
備
や
に
ぎ
わ
い
創
出
に
新

た
に
取
り
組
む
事
業
に
対
し
、

事
業
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
団
体　

市
内
に
所
在
す
る

次
の
団
体

①
商
店
街
振
興
組
合
、
②
事
業

協
同
組
合（
主
な
組
合
員
が
小

売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
）、
③
商

店
会
な
ど
の
団
体
、
④
商
店
街

連
合
機
関
、
⑤
商
工
会
議
所
、

⑥
商
工
会
、
⑦
公
益
法
人
、
⑧

私
立
学
校（
①
〜
⑦
の
団
体
と

連
携
し
て
事
業
を
行
う
も
の
に

限
る
）、
⑨
４
以
上
の
中
小
企

業
者（
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕７９

０
万
円

商業魅力アップ支援事業補助金
対象事業 事業内容 補助金額

組織強化事業
商店街などの活性化に向けてコンセン
サスを得るための事業など

補助率2/3
（上限50万円）

計画策定事業
商店街などの活性化に係る調査・計画
策定事業など

補助率2/3 
（上限100万円）

個性・魅力強化事業
地域の名所・旧跡・歴史などを生かし
て魅力を高める事業など

補助率2/3 
（上限100万円）

販路拡大事業
インターネットを活用して販路を拡大
しようとする事業など

補助率2/3 
（上限100万円）

情報発信事業
買い物マップ作成など、情報や魅力を
発信する事業など

補助率2/3 
（上限100万円）

快適環境整備事業
消費者に分かりやすい案内図や看板な
どを設置する事業など

補助率2/3 
（上限100万円）

安心安全整備事業 避難マニュアル作成事業など
補助率2/3 

（上限100万円）

その他商業活性化事業
地域社会や、観光客などの消費者の新
たなニーズに対応した商業活性化事業
など

補助率2/3 
（上限35万円）

商
工
労
政
課（
☎
�
５
５
１
２
）

商
業
魅
力
ア
ッ
プ
支
援

事
業
補
助
金

情報コーナー

有料広告募集中有料広告募集中
　広告の規格や申し込み方法など、詳しくは
広報広聴課（☎㉑5515）へ問い合わせるか、
市のホームページをご覧ください。

※これらの広告は企業広告であり、市が広告主
　や商品などを推奨するものではありません。

広
告



伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師など
が年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています

問い合わせ　健康課（☎㉗2435）
（通話料無料）0000-000-000

フリーダイヤル
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伊勢市情報戦略局広報広聴課
〒516-8601
伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515
FAX 0596-22-9699
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔平成27年度予算〕 　2,976万５千円（24回分）

発行日／平成27年４月15日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課
印　刷／千巻印刷産業株式会社

広報いせ 第163号 「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

伊勢市
携帯サイト

パソコン http://www.city.ise.mie.jp
携帯 http://www.city.ise.mie.jp/m/

値下げ 料金課（☎42１５０１）

今年６月の検針分から、市内全域で水道料金を値下げします。
基本料金と従量料金の単価を約３％値下げします。〈改定のポイント〉

例） 口径13mm、２カ月で40㎥使用した場合水道料金の算出方法

水道料金の改定内容
●基本料金（２カ月分、税抜き） ●従量料金（２カ月分、税抜き）

メーターの
口径または用途

基本
水量

改定前 改定後

口径

13mm 10㎥ 1,720円 1,668円

20mm 10㎥ 1,980円 1,920円

25mm 10㎥ 2,340円 2,268円

30mm 10㎥ 6,700円 6,498円

40mm 10㎥ 9,800円 9,506円

50mm 10㎥ 21,480円 20,834円

75mm 10㎥ 40,640円 39,420円

100mm 10㎥ 80,000円 77,600円

150mm 10㎥ 159,820円 155,024円

用途

公衆浴場用 200㎥ 12,960円 12,570円

臨時用 10㎥ 8,820円 8,554円

私設消火栓 － 1,020円 988円

水量区分
または用途

改定前 改定後

水量
区分

11～20㎥ 65円／㎥ 63円／㎥

21～40㎥ 132円／㎥ 128円／㎥

41～60㎥ 148円／㎥ 143円／㎥

61～100㎥ 203円／㎥ 196円／㎥

101～200㎥ 240円／㎥ 232円／㎥

201～1,000㎥ 257円／㎥ 249円／㎥

1,001㎥～ 264円／㎥ 256円／㎥

用途

公衆浴場用 72円／㎥ 69円／㎥

臨時用 504円／㎥ 488円／㎥

私設消火栓 648円／10分 628円／10分

水道料金を

します

・基本料金（10㎥まで）　　　　　　1,720円
・従量料金11～20㎥  65円×10㎥＝  650円
　　　　　21～40㎥ 132円×20㎥＝2,640円　　

　　　　　　 計　　　　　　　　  5,010円×1.08＝5,410円

・基本料金（10㎥まで）　　　　　　1,668円
・従量料金11～20㎥  63円×10㎥＝  630円
　　　　　21～40㎥ 128円×20㎥＝2,560円

　　　　　　 計　　　　　　　　  4,858円×1.08＝5,246円

改定前

改定前 5,410円－改定後 5,246円＝164円差　額

改定後

※水道料金は、基本料金と従量料金の合計額に1.08
を乗じた額（１円未満切り捨て）となります。


